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吉
永
　
健
司
 
議
員
 

丸
内
三
千
代
 
議
員
 

濱
口
　
正
暁
 
議
員
 

今
村
　
直
登
 
議
員
 

議
員
の
圧
力
 

売
り
上
げ
７
割
減
。 

た
ば
こ
屋
さ
ん
 

子
ど
も
農
山
漁
村
交
流
プ
ロ
ジ
ェ
 

ク
ト
の
21
年
度
予
算
化
に
つ
い
て
 

社
会
的
弱
者
の
援
護
体
制
に
 

つ
い
て
 

耐
震
化
制
度
導
入
に
つ
い
て
 

無
保
険
の
子
ど
も
に
保
険
証
を
 

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
廃
止
を
 

乳
幼
児
医
療
費
無
料
化
を
 

小
６
ま
で
 

将
来
の
農
業
従
事
者
に
特
別
の
 

奨
学
金
を
 

吉
永
　
緊
急
通
信
指
令
シ
ス
テ
ム
に
つ
い

て
は
、
以
前
か
ら
何
度
も
問
う
て
き
た
。

消
防
組
合
の
合
併
は
シ
ス
テ
ム
導
入
最
優

先
を
謳
い
、
市
民
に
は
不
利
益
を
生
じ
る

が
広
域
連
合
と
な
っ
た
。
し
か
し
３
年
余

り
が
経
過
し
た
。
菊
池
地
域
の
生
命
、
財

産
を
守
る
事
を
第
一
に
考
え
れ
ば
、
い
か

な
る
災
害
に
も
即
応
で
き
る
よ
う
消
防
本

部
、
通
信
、
警
察
等
は
隣
接
、
近
接
す
べ

き
。
場
所
と
り
合
戦
で
は
困
る
。
ま
た
、

若
干
の
金
額
の
差
で
は
な
い
。
４
首
長
の

考
え
は
。
本
来
な
ら
２
市
２
町
で
最
大
の

本
市
、
大
住
市
長
が
先
頭
に
立
ち
舵
取
り

を
す
べ
き
。
 

市
長
　
早
急
に
導
入
す
べ
き
と
考
え
る
。

設
置
の
場
所
が
纏
ま
ら
な
か
っ
た
。
色
々

な
角
度
か
ら
論
議
し
た
結
果
今
日
に
至
っ

た
。
全
首
長
と
も
連
合
長
に
一
任
と
な
っ

た
。
 

  吉
永
　
庁
舎
内
で
政
党
の
新
聞
を
加
入
、

販
売
し
て
い
る
。
議
員
の
圧
力
は
な
い
か
。

政
党
や
宗
教
の
加
入
、
集
金
は
庁
舎
内
で

の
行
為
は
問
題
で
あ
る
。
慣
習
な
ら
改
め

る
べ
き
。
 

総
務
企
画
部
長
　
新
聞
等
の
購
読
が
あ
る
。

圧
力
の
度
合
い
は
答
え
に
く
い
。
 

市
長
　
慣
習
と
し
見
て
き
た
。
善
し
悪
し

は
分
か
ら
な
い
。
今
後
、
検
討
す
る
。
 

   吉
永
　
地
域
の
小
売
店
で
は
、
売
り
上
げ

が
激
減
し
て
い
る
。
コ
ン
ビ
ニ
等
の
ス
ケ

ー
ル
メ
リ
ッ
ト
に
対
抗
出
来
る
施
策
を
。
 

産
業
振
興
部
長
　
従
来
の
２
、
３
割
程
度

の
売
り
上
げ
と
な
っ
て
い
る
所
も
あ
る
。

た
ば
こ
税
の
財
源
を
活
用
し
、
地
元
小
売

店
の
販
売
促
進
、
啓
発
を
含
め
商
工
会
等

と
連
携
し
取
り
組
む
。
 

 濱
口
　
総
合
計
画
の
中
の
「
安
全
・
安
心
」
、

「
み
ど
り
豊
か
な
環
境
と
共
生
」
に
関
連

す
る
事
項
に
つ
い
て
質
問
し
ま
す
。
 

　
ま
ず
、
火
災
、
救
急
、
救
助
等
の
市
民

の
生
命
・
財
産
が
危
機
に
さ
ら
さ
れ
た
時

の
通
報
手
段
に
お
い
て
、
菊
池
広
域
連
合

消
防
本
部
発
足
の
平
成
１７
年
よ
り
導
入
検

討
さ
れ
て
い
る
「
新
指
令
シ
ス
テ
ム
」
の

設
置
が
未
だ
決
定
さ
れ
て
い
ず
、
旧
態
依

然
の
ま
ま
で
あ
る
。
携
帯
電
話
に
よ
る
通

報
が
６０
％
を
超
え
る
今
、
発
生
現
場
の
位

置
確
認
が
住
宅
地
図
で
行
わ
れ
、
指
示
命

令
に
時
間
を
要
し
て
い
る
。
調
べ
る
と
、

こ
の
前
近
代
的
指
令
装
置
は
１０
万
人
を
超

す
消
防
本
部
で
は
九
州
で
こ
こ
菊
池
広
域

連
合
の
み
で
あ
り
、
市
民
の
生
命
・
財
産

が
危
機
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
。
安
心
、
安

全
の
為
に
早
急
に

設
置
す
べ
き
と
思

う
が
。
 

市
長
　
市
民
の
生

命
・
財
産
を
守
る

と
い
う
こ
と
は
行

政
の
大
き
な
役
割

の
一
つ
で
あ
り
、

そ
の
為
に
消
防
体
制
を
整
え
る
と
い
う
こ

と
は
必
要
で
あ
り
、
関
係
者
は
全
会
一
致

で
認
識
し
て
い
る
。
広
域
合
併
し
、
ど
こ

に
設
置
す
る
か
と
い
う
こ
と
で
延
び
延
び

に
な
っ
て
い
た
が
１２
月
の
広
域
連
合
議
会

で
補
正
予
算
に
設
計
費
用
を
提
案
し
、
来

年
度
に
は
完
成
す
る
予
定
で
あ
る
。
 

   濱
口
　
合
志
市
は
農
業
を
大
き
な
基
幹
産

業
と
し
て
位
置
づ
け
て
お
り
、
環
境
保
全

の
た
め
に
も
農
家
の
方
々
が
元
気
を
取
り

戻
し
、
子
ど
も
た
ち
を
通
じ
て
農
業
継
承

を
進
め
る
起
爆
剤
に
本
事
業
を
活
用
し
た

ら
ど
う
か
。
 

産
業
振
興
部
長
　
ま
ず
は
市
内
の
子
ど
も

を
対
象
と
し
て
と
ら
え
、
関
係
機
関
・
部

署
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
組
み
、
笑
顔
あ
ふ

れ
る
交
流
盛
ん
な
農
業
環
境
づ
く
り
を
進

め
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
 

市
長
　
農
業
の
多
面
的
な
機
能
、
水
の
涵

養
、
空
気
の
浄
化
、
緑
の
保
全
等
の
為
に

も
子
供
の
時
か
ら
農
業
に
関
わ
る
た
め
に

提
案
を
検
討
し
進
め
て
行
き
た
い
。
 

 

い
の
ち
 

たばこ自販機 

総合防災訓練風景 

現南署通信指令室 

丸
内
　
旧
西
合
志
地
域
に
お
い
て
は
、
初

め
て
の
総
合
防
災
訓
練
が
行
わ
れ
た
が
、

こ
の
事
業
の
成
果
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
。
 

総
務
企
画
部
長
　
７
自
治
会
を
対
象
に
行

っ
た
。
各
区
で
自
主
的
に
避
難
マ
ニ
ュ
ア

ル
に
則
っ
て
行
動
す
る
事
を
重
点
課
題
と

し
て
実
施
し
た
結
果
、
多
く
の
市
民
が
避

難
場
所
等
の
確
認
の
周
知
も
図
れ
た
。
参

加
者
数
は
対
象
人
口
の
約
１３
・
５
％
で
 

６
３
７
人
。
 

   丸
内
　
現
実
に
地
震
が
発
生
し
た
後
の
最

重
要
課
題
は
、
社
会
的
弱
者
（
障
が
い
者
、

乳
幼
児
、
病
人
、
妊
婦
、
外
国
人
）
い
わ

ゆ
る
要
援
護
者
の
安
否
確
認
で
あ
る
が
、

現
状
で
は
個
人
情
報
保
護
等
に
よ
り
区
長

は
情
報
を
把
握
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
災

害
発
生
時
、
救
助
支
援
体
制
が
執
れ
な
い
。

多
く
の
被
害
が
不
安
を
増
大
す
る
と
思
う
。

実
働
で
き
る
災
害
時
要
援
護
者
支
援
体
制

の
整
備
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
。
 

健
康
福
祉
部
長
　
地
域
福
祉
計
画
の
中
で

２０
年
度
よ
り
素
案
づ
く
り
、
２１
年
度
地
元

説
明
会
を
開
催
し
、
２２
年
度
に
支
援
制
度

を
立
ち
上
げ
る
予
定
で
あ
る
。
 

  丸
内
　
災
害
が
起
こ
っ
た
時
、
家
屋
の
倒

壊
を
少
な
く
し
市
民
の
身
体
、
生
命
や
財

産
を
守
る
と
共
に
、
安
全
・
安
心
な
ま
ち

づ
く
り
の
た
め
に
、
家
屋
の
耐
震
化
制
度

導
入
は
ど
う
計
画
さ
れ
て
い
る
の
か
。
 

都
市
建
設
部
長
　
昭
和
５６
年
５
月
３１
日
以

前
の
建
物
が
合
志
市
全
体
で
４，
８
６
３
棟

あ
り
ま
す
。
平
成
２７
年
度
を
目
途
に
９０
％

の
耐
震
化
を
推
進
で
き
る
よ
う
に
、
平
成

２１
年
度
よ
り
個
人
住
宅
の
耐
震
診
断
を
行

う
も
の
に
対
し
て
補
助
制
度
を
行
う
。
 

丸
内
　
熊
本
市
、
八
代
市
で
は
１
㎡
当
た

り
千
円
の
補
助
率
で
行
っ
て
い
る
が
、
合

志
市
は
ど
の
よ

う
な
範
囲
で
取

り
組
む
の
か
。
 

都
市
建
設
部
長

　
熊
本
市
等
を

参
考
に
し
た
い

と
考
え
て
い
ま

す
。
 

       今
村
　
隣
の
菊
陽
町
が
大
津
町
に
続
い
て

小
学
６
年
生
ま
で
無
料
化
の
年
齢
を
引
き

上
げ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
合
志
市
で
も
や

る
べ
き
と
思
う
が
。
 

市
長
　
来
年
度
か
ら
の
実
施
に
向
け
て
評

価
を
進
め
た
い
。
 

  今
村
　
親
が
保
険
料
を
滞
納
し
て
い
る
た

め
に
、
資
格
証
明
書
を
発
行
さ
れ
、
子
ど

も
も
無
保
険
に
な
っ
て
病
院
に
か
か
れ
な

い
。
合
志
市
の
実
態
は
ど
う
か
。
 

健
康
福
祉
部
長
　
保
険
証
の
な
い
子
ど
も

は
小
学
生
４
名
、
中
学
生
２
名
、
そ
の
他

２
名
で
す
。
 

今
村
　
日
本
共
産
党
と
国
民
の
運
動
が
実

っ
て
、
今
国
会
で
中
学
生
以
下
に
は
国
保

証
が
発
行
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
町
独

自
で
高
校
生
も
対
象
に
す
る
よ
う
強
く
要

望
す
る
。
 

   今
村
　
８
月
に
食
と
農
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

が
あ
っ
た
。
基
調
報
告
し
た
若
い
お
母
さ

ん
パ
ネ
リ
ス
ト
は
「
東
京
か
ら
阿
蘇
に
来

て
農
業
を
や
っ
て
い
る
。
収
入
は
１
／
３

に
な
っ
た
が
農
業
は
素
晴
ら
し
い
」
「
今

後
は
農
民
も
大
学
を
出
て
い
た
方
が
い
い
」

と
発
言
し
、
特
別
な
奨
学
金
制
度
を
自
治

体
で
作
っ
て
ほ
し
い
と
提
起
さ
れ
た
。
産

業
建
設
常
任
委
員
会
で
も
賛
同
を
得
て
い

る
。
将
来
の
農
業
従
事
者
を
目
指
す
若
者

に
特
別
な
制
度
を
作
る
考
え
は
な
い
か
。
 

農
業
委
員
会
事
務

局
長
　
現
在
の
制

度
の
中
に
も
そ
の

事
を
含
ん
で
い
る

の
で
今
は
考
え
は

な
い
。
 

  今
村
　
年
金
が
月
１
万
５
千
円
以
下
の
方

達
の
保
険
料
徴
収
状
況
は
ど
う
か
。
 

健
康
福
祉
部
長
　
収
納
率
は
９３
・
２４
％
で
、

滞
納
者
は
９７
人
で
す
。
 

今
村
　
こ
の
方
達
は
来
年
か
ら
無
保
険
に

な
る
可
能
性
が
高
い
。
保
険
証
が
無
い
と

病
院
に
か
か
れ
な
く
な
る
。
市
独
自
の
対

応
を
強
く
要
望
す
る
。
 

 


